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RC慈接の残存軸耐力に関する実験的研究
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1結 じめに

本研究の白的は,近年､兜濃などの骨都栂に起こる

であろうといわれている骨覇鷹 下地礎における既存

雑物の倒壊 リスク評筋であるOそれには､鍵築造準

汝が改正された 1971年以前に雄てられた建物が人

命を守ることが出来るかどうかを輸糾する必繋があ

るQそのために､まず基礎的な検討 として､地質直

後に舷の宥する鉛直力支持能力に潜巨!した来観を行

い､構造物の倒壊 リスクに繍する&･赫瞥料を樫供す

るものとするや

2爽教概要

①訳敬体 訣験柊は旧基準で設計された既存 RC構

造物の中枝を想定 し､葵建物の 1/3枚変のサイズを

宥する抜髄材で､せん断余裕度0.71-0.89となるよ

うに計画 しノた｡コンイ･'リー ト舛粧(ドC=lSN,,''mm･').三i三

筋(12-DiO)､柱断面寸法(bXl)琵望OOnwx2的頗m)は爽適

である｡せんWl補強筋比を O.1乳 0.3%とした｡脱髄

レベルを変えて校務軸耐力の検肘を行 うために 6体

の釈軟体を作製した鍵破2に離教体一覧を示す｡摺

まにせん断補強筋比 0.1蚤の釈旗棒問､せん断型､曲

げ塾のゲ-ジ貼付按配を示す｡

②加力方法 は じめに地演時に受ける鰯鱗を再現す

るため､偽2のように釈放休を永野に倒 しPC旬等樺を

反 力 に用いて はN 油庄 ジャ ッキに より定章触カ

O.】Sbt)Fc(N)を作用させながら､5掛 圧庵就験機によ

り水準カを東野武力耶カで逆対称を--メントに搾潤さ

せる｡首都鑑下地腰を懇慈 し､所定の税額を目指 し

た変形で正負 l回ずつ知力する｡次に他宗による観

傷を受けた後の技存鞄耐力を求めるため､駅軟体を

90度珂転 して 鮎tが圧緒駄敦梯により鉛直知力を行い､

それぞれの鶴城形式､損駁レベルごとの耐力を求め

る｡
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3ひび割f腫 況

控】3に永翠九 軸力によるひび翻 鳩 を示すO水

軍カを加えたと尊は 払 1,恥｡2.払.3は曲げひび割

れ､曲げせん断抄び剃れ､せん瀦ひび謝れぴ)燭に抄

び割れが入ったOが03のみ部材中食に大きなせん断

ひび割れが磯生したpfio.5,が0.6揺さ式部にのみひび

割れが生じ磯部のコンクリ- トに成妹が生じた｡

軸力を加えたときはせん断型は部材中央に､如ヂ

型のNo.5,鮎.6は洩都にひび割れが発生した8

4実験蘇凝 ･考海

食3に爽駿結果､曲げ終局強度､せん断終局強度

算定武を示す｡鋸ヂ抄び翻れ強酸はせん断臥 鋸で

聖と緑こ燐解レベルが商いほど大きくなったも図 5

に軸力-鉛澄箱み粥孫を示す¢iW.1のみ軸力が低下

しても鉛鑑播みが増加した¢図 6に攻存触蔚力率 …

展開変形角憐孫を示す｡せん断型のtio3旺急激に残

存軸か力率が低下した｡これは軸力効力時にせん断

ひび翻れの稀の奴大によってコンクリートが軸力を

負捜しなくなり､せん断ひび斬れ付近の鉄筋だけで

軸力を負綾していたためと憩われる6

図7にせん断磯城した恥.3のせ-ルの応力円紬)と

せん断畝壊しなかった 柁0,3以外のモ-ルの応力円

(a)を示すo毎 では､水準知力時での応力円3はせ

ん断敵襲しなかったので､せん断耐力:2で決まる

応力円 lfま応力円2よりも大き(なる｡本研究では

対03以外はせん断破壊を起こさなかったので､架駿

鰍 まAとBの問に存在するはずである｡ 裾 で托水

準知力時の残存せん断耐力ですでにせん断破顔を起

こしているので､そのときめせん断応力度 で20に榛

するように円を描くと務存せん断紛カが故意やてい

るときの圧露応力度を決定することができる8(b)

絃4鉢の平均応力度を用いたか

5まとめ

竣存搬耐力総評0,3は溌存せん断耐力で､No3以外

捻せん断タラS/クに伴う低減を考G.した鞄耐力で決

まっていたことがわかった中

本研究では地質カを受けた技もせん新里g)村03以外

はほぼ触紛カの低下は見られなかったが,塞際の洩

殿は大きな媛九の敏の小摂動も存在するので､小桜

動によるごンクリー トの駁鱗専)考慮する必欝がある｡

今鮫は軸力比､重筋比､などの様々なパラメーター

で行う必要がある8また今後の釆教に槻する基礎的

なデータを得ることができた8
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